
か
ら
講
師
を
招
き
、
新
た
な
技
術
や
セ
ン
ス

を
習
得
し
た
。

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
一

日
の
期
間
、
ミ
ッ
プ
ル
の
浜
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
「
手
織
り
作
品
展
」
を
開
催
。
今
回
は
ち

り
め
ん
な
ど
を
裂
い
て
横
糸
に
し
て
織
り
上

げ
た
「
裂
き
織
り
」
の
バ
ッ
グ
が
主
な
展
示

品
だ
っ
た
が
、
新
し
い
年
度
に
入
る
と
、
シ

ョ
ー
ル
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
新
し
い
も
の

に
も
挑
戦
す
る
予
定
で
、「
ひ
ま
わ
り
の
未
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
制
作
も
構
想
中
だ
。

そ
の
一
方
で
、
「
ひ
ま
わ
り
の
未
」
は
、

初
心
者
対
象
の
手
機
講
習
会
で
講
師
役
を
務

め
る
な
ど
、
今
で
は
織
物
に
ふ
れ
る
き
っ
か

け
づ
く
り
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
講
習
会
の

受
講
者
数
人
か
ら
す
で
に
入
会
を
希
望

す
る
声
も
出
て
い
る
そ
う
で
、
「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
減
退
し
て
い
る
中

で
、
私
た
ち
の
よ
う
な
手
芸
サ
ー
ク
ル

の
活
動
が
広
が
り
、
作
品
展
ま
で
で
き

る
と
い
う
の
は
珍
し
い
の
で
は
」
と
安

田
さ
ん
は
語
る
。

こ
の
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
織
物

の
衰
退
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
生
業

と
し
て
で
は
な
く
、
趣
味
が
高
じ
て
始

ま
っ
た
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
、
織

物
を
「
未
来
」
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
の

か
も
し
れ
な
い
。
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の
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「
ト
ン
ト
ン
、
カ
ラ
ン
、
ト
ン
ト
ン
、
カ

ラ
ン
」
と
、
の
ど
か
に
響
く
手
機
の
音
の
リ

ズ
ム
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
個
性
的
な
手
織
り

作
品
の
数
々
。

「
手
織
り
に
は
織
り
手
の
気
持
ち
が
伝
わ

る
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
時
間
を
か

け
て
で
き
あ
が
る
作
品
は
ど
れ
も
個
性
的

で
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
」
と
、

手
織
り
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
の
未み

」
代
表

の
安や

す

田だ

紅べ
に

子こ

さ
ん
は
そ
の
魅
力
を
語
る
。

平
成
十
九
年
、
町
主
催
の
手
織
り
講
習
会

に
参
加
し
て
そ
の
魅
力
に
心
を
動
か
さ
れ
た

参
加
者
と
、
そ
の
講
師
を
務
め
た
京
の
名

工
・
茂も

龍ろ

龍
一
郎

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん
と
安
田
紅
子
さ
ん
、

楠
く
す
の

八き
や

千ち

代よ

さ
ん
ら
十
六
人
で
サ
ー
ク
ル
は

発
足
。
サ
ー
ク
ル
名
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で

相
談
し
た
結
果
、
町
の
花
の
「
ひ
ま
わ
り
」

と
未
来
を
意
味
す
る
「
未
」
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ひ
ま
わ
り
の
未
」
に
選
ん
だ
。

活
動
は
月
に
二
回
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

の
向
か
い
に
あ
る
与
謝
野
町
織
物
技
能
訓
練

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
。
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
大

き
な
手
機
と
卓
上
手
機
各
十
台
を
使
い
、
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
茂
龍
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
講
師
陣
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
手
織

り
に
親
し
ん
で
い
る
。

い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

行
わ
れ
、
「
皆
さ
ん
本
当
に
熱
心
で
感
心
す

る
」
と
茂
龍
さ
ん
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
メ

ン
バ
ー
の
中
に
は
、
自
宅
に
本
格
的
な
手
機

を
購
入
し
た
人
が
い
る
ほ
ど
。
メ
ン
バ
ー
の

一
人
は
「
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
の
良
さ
を

あ
ら
た
め
て
知
っ
た
」
と
言
い
、
「
み
ん
な

で
和
気
あ
い
あ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ

て
や
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
が
経
つ
の
は
あ

っ
と
い
う
間
」
と
笑
顔
で
話
す
。

「
丹
後
は
絹
の
産
地
。
全
国
ど
こ
の
産
地

に
も
負
け
な
い
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
良
さ
を

生
か
し
た
作
品
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
」
と
い

う
茂
龍
さ
ん
の
講
義
と
実
践
指
導
を
受
け
る

日
を
年
に
数
回
設
け
、
さ
ら
に
今
年
は
町
外

手織りサークル

ひまわりの未
手織りの魅力を伝える。

「ひまわりの未」のメンバーの皆さん。現在は20人で活動
中。「第２・４日曜日が活動日です。気軽にセンターをの
ぞいてもらい、ぜひ手織りを体験しに来てください」

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち
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食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
炊
飯
し
た

白
飯
を
実
際
に
試
食
し
て
評
価
す
る

食
味
官
能
試
験
に
基
づ
き
、
昭
和
四

十
六
年
産
米
か
ら
毎
年
、
全
国
の
産

地
・
品
種
に
つ
い
て
食
味
試
験
を
行

い
、
そ
の
評
価
を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
発

表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
複
数
産
地
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド
米
を
基
準
米
と

し
、
こ
れ
と
対
象
産
地
の
品
種
を
比

較
し
て
同
等
の
も
の
を
「
'Ａ
」
、
基

準
米
よ
り
も
特
に
良
好
な
も
の
を

「
特
Ａ
」
、
良
好
な
も
の
を
「
Ａ
」
、

や
や
劣
る
も
の
を
「
Ｂ
」
、
劣
る
も

の
を
「
'Ｂ
」
と
し
て
評
価
を
行
い
、

最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」
は
平
成
元
年

産
米
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
西
地
方
で
唯
一
の
「
特
Ａ
」

平
成
二
十
年
産
米
は
、
全
国
百
二

十
七
産
地
品
種
か
ら
、
秋
田
産
ア
キ

タ
コ
マ
チ
や
山
形
産
ひ
と
め
ぼ
れ
、

新
潟
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
、
東
北
、

北
陸
地
方
を
中
心
と
し
た
二
十
一
産

地
品
種
が
「
特
Ａ
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。丹

後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
関
西
地
方

で
唯
一
の
「
特
Ａ
」
で
、
西
日
本
で

は
、
長
崎
産
に
こ
ま
る
、
熊
本
産
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
の
三
品
種
の
み
。
ま
さ
に

丹
後
地
方
は
、
西
日
本
の
米
ど
こ
ろ

と
い
え
ま
す
。

品
質
･
食
味
の
向
上
に

努
め
て
き
た
成
果
が
実
る

丹
後
地
方
は
良
質
の
水
に
恵
ま

れ
、一
年
を
通
し
て
温
度
差
が
あ
り
、

一
日
の
う
ち
で
も
昼
夜
の
温
度
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
米
の
栽
培
に
適
し
た

地
域
で
す
。
こ
の
地
域
で
栽
培
さ
れ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
粘
り
が
あ
り
、

つ
や
や
か
で
甘
味
も
あ
り
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
味
を
守

る
た
め
、
市
町
や
Ｊ
Ａ
で
構
成
す
る

丹
後
米
改
良
協
会
、
丹
後
農
業
研
究

所
、
丹
後
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

等
の
関
係
機
関
と
と
も
に
、
品
質
・

食
味
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
十
八
年
に
は
71
％
だ
っ
た
一
等
米

比
率
が
平
成
二
十
年
は
87
％
と
な
る

な
ど
、「
特
Ａ
」
評
価
以
外
で
も
そ
の

成
果
は
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

快
挙
の
報
を
聞
い
た
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
生
産
者
は
「
全
国
の
人
に

丹
後
の
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

「
こ
れ
ま
で
の
が
ん
ば
り
が
認
め
ら

れ
た
。
今
後
の
励
み
と
な
る
」
な
ど
、

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

府
道
温
江
加
悦
線
の
拡
幅
改
良
工

事
に
伴
う
「
温
江
遺
跡
」
の
発
掘
調

査
が
、
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化

財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら

平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日
ま
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

大
溝
を
周
囲
に
巡
ら
せ
た

「
環
濠
集
落
」の
存
在
を
確
認

温
江
、
明
石
、
加
悦
地
区
に
広
が

る
温
江
遺
跡
は
、
一
七
六
号
バ
イ
パ

ス
の
建
設
時
に
も
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
弥
生
時
代
後

期
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
の
集
落

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
道
路
を
拡
幅
す
る
幅
約

三

、
総
長
二
百
五
十

の
間
に
、

八
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
、
計
百

十

を
調
査
。
弥
生
時
代
前
期
（
約

二
千
四
百
年
前
）
の
竪
穴
式
住
居
跡

一
基
と
大
溝
二
条
・
土
坑
、
弥
生
時

代
後
期
以
降
の
竪
穴
式
住
居
跡
二
基

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
弥
生

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

時
代
前
期
の
集
落
跡
の
東
辺
と
西
辺

に
幅
二

、
深
さ
一
・
二

の
大
溝

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
径
百

ほ
ど

の
大
溝
を
巡
ら
し
た
「
環か

ん

濠ご
う

集
落
」

が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

弥
生
人
の
姿
を
写
す

「
人
面
付
き
土
器
」
が
出
土

さ
ら
に
、
そ
の
大
溝
の
内
部
か
ら
、

人
の
顔
を
か
た
ど
っ
た
「
人
面
付
き

土
器
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

首
よ
り
下
は
欠
落
し
て
い
ま
す
が
、

顔
部
分
は
当
時
の
人
の
表
情
を
よ
く

現
し
て
お
り
、
長
さ
、
幅
は
各
七
・

六

、
奥
行
き
は
七
・
一

。
ま
げ

を
結
っ
た
よ
う
な
頭
部
と
、
両
耳
に

耳
飾
り
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
小

さ
な
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
農
業
祭さ

い

祀し

に
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

弥
生
時
代
前
期
以
前
の
当
時
の
人

の
顔
を
か
た
ど
っ
た
遺
物
は
、
縄
文

時
代
に
は
土
偶
と
し
て
関
東
地
方
以

東
で
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
西
日

セ
ン

チ

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

２
年
連
続
「
特
Ａ
」
に

財
団
法
人
日
本
穀
物
検
定
協
会
に
よ
る
平
成
二
十
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
二
年
連
続
通
算
七
回
目
の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

●平成20年度丹後良食味米共励会最優秀賞受賞

小谷さんが栽培した「京の豆っこ米」が
丹後で一番おいしいお米に

丹後米改良協会が丹後産コシヒカリの品質向上

を図る目的で実施している「平成20年度丹後良

食味米共励会」で、小
お

谷
だに

庄一郎
いちろう

さん（男山・左写真）

が栽培する「京の豆っこ米」が、最優秀賞の「丹後

米改良協会長賞・京都府知事賞」を受賞しました。

この賞は、丹後地域でコシヒカリの良食味栽培

に取り組む農家を対象に、ほ場審査、外観審査、食味審査を実施し、

各審査部門から優秀賞、奨励賞をそれぞれ３点ずつ選び、特に食味

審査で最も優秀な米に最優秀賞を贈るものです。

「京の豆っこ米」は、豆腐のしぼりかすのおからや、米ぬか、魚

のあらなどから製造した有機質肥料を使用して栽培された丹後産コ

シヒカリで、自然循環農業を進める与謝野町がほこるブランド米。

平成18年・19年には優秀賞を受賞していますが、今回初めて最優

秀賞を獲得しました。小谷さんは「思ってもみなかったが、非常に

うれしい」と喜びの声を聞かせてくれました。

温江遺跡から
「人面付き土器」が出土
昨年11月から行われていた「温江遺跡」の発掘調査結果がこのほど発表され、弥

生時代前期には「環濠集落」が存在したことが確認され、さらに、弥生人の姿を

写す貴重な「人面付き土器」が発見されました。

「人面付き土器」

特別展開催中

今回の発掘調査で出土した

「人面付き土器」を次のと

おり特別公開しています。

ぜひご来場ください（入館

料が必要です）。

■期　間

３月15日（日）まで

※毎週月曜日休館

■場　所

古墳公園はにわ資料館

本
で
も
弥
生
時
代
前
期
ま
で
土
偶
が

残
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
回
見
つ
か
っ
た
弥
生
人

の
姿
と
思
わ
れ
る
土
器
の
出
土
例
は

全
国
で
も
珍
し
く
、
そ
の
中
で
も
今

回
の
遺
物
は
状
態
が
よ
く
、
当
時
の

習
俗
な
ど
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る

貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

今回発見された「人面付き土器」

「人面付き土器」が発見された
環濠とみられる大溝

2月26日の記者会見には多く
の報道陣が集まりました

しょう
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●加悦谷高校きもの着付け教室

着物に親しむきっかけづくりに
高校生に地場産業である着物の魅力を知ってもらい、

生涯にわたって愛着を持ってもらおうと、「きもの着付

け教室」（加悦谷高校ＰＴＡ主催）が２月１日、加悦谷

高校で行われ、高校生17人が参加しました。

今年で20回目を数える恒例の行事で、これまでに

「浴衣」「袷
あわせ

着物」の着付け教室が行われています。教

室の最終回となった今回は、着付けの先生やそのお弟子

さんらに指導を受けながら、女子生徒が「振り袖」、男

子生徒が「羽織袴」の着心地を体験。着物に初めて袖を

通したという女子生徒は「気持ちがひきしまる」と笑顔

で話していました。

艶
や
か
な
振
り
袖
に
身
を
包
ん
だ
女
子
生
徒

4

まちの　　　　お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題
●全国大会出場選手紹介

スキー競技で３選手が全国に
昨夏の全国大会での中高生の活躍は記憶

に新しいところですが、シーズン到来のス

キー競技でも町内の中高生が全国大会出場

を果たしました。

２月４日から７日まで岐阜県ほおのき平

スキー場で開催された「第46回全国中学校

スキー大会」には、冨
とみ

田
た

祐
ゆう

二
じ

郎
ろう

君（加悦中

３年）が男子大回転に、岩
いわ

谷
たに

千
ち

咲
さき

さん（加

悦中１年）が女子大回転に出場しました。

冨田君は大回転で京都府予選を制し、昨

年に続いての出場。「思ったより良くなか

った。他の人と滑りが違った」と、40位

という結果に悔しさをにじませていまし

た。しかし、近畿勢では２番目と、雪国選

手を相手に大健闘。「高校進学後は１年で

インターハイに出て50位以内を目指す」

と今後の目標を力強く話してくれました。

競技スキーを始めて１年余りという岩谷

さんは、京都府予選の大回転で７位となり、

全国大会出場の切符を手にしました。初舞

台は、全国の強豪の力と硬いバーンに苦し

●第31回府民総体市町村対抗駅伝大会

与謝野町チームは過去最高の４位に入賞！
「第31回府民総体市町村対抗駅伝大会」が2月８日、福知山市の三段池

公園駐車場前を発着点（総距離36.309km、８区間）に、京都府内22チー

ムが参加して行われました。

昨年の５位以上の成績を目指し、12月から週２回の練習を重ねてきた

与謝野町チーム。特に一般男子は、昨年区間２位の成績を残した選手が控

えに回るほどの強力な布陣でレースに臨みました。

１区鈴木選手が７位の好位置でたすきをつなぎ、２区小谷選手は順位を

キープして３区へ。松尾選手が区間３位の快走で１人を抜き、４区一色選

手も区間３位をマークし４位に順位を上げました。勢いそのままに、５区

平井選手も区間２位の力強い走りでさらに順位を一つ上げ、３位で６区へ。

谷田選手は３位をキープし、７区今西選手は粘りの走りを見せ最終８区へ。

５位でたすきを受けた吉田選手は区間３位の快走で１人をかわし、過去最

高の成績となる４位でゴー

ルテープを切りました。

木
き

■
ざき

和
かず

夫
お

監督（下山田）

は「一般男子の３人が予想

以上に良かった。中高生も

よくがんばってくれた」と

選手の健闘をたたえなが

ら、「週２回の練習を支え

てくれたスタッフの力が大

きかった」と、チームワー

クでつかんだ結果に満足気

でした。

められ、思うような結果が出せませんでし

たが、「自分の課題が見つかった。来年も

全中に出て、二けた台に入りたい」と収穫

を手にした様子でした。

２月３日から６日まで長野県白馬岩岳ス

キー場で開催された「第58回全国高等学

校スキー大会」には、後
ご

藤
とう

博
ひろ

史
ふみ

君（加悦谷

高２年）が男子大回転に出場しました。

京都府予選の大回転で２位に入り全国切

符を手にした後藤君。昨年も同大会に出場

しており、中学校時代から数えると５年連

続の全国大会出場となります。

心身ともに充実し、自信も持って臨んだ

レースでしたが、１本目はミスを犯し、思

うように順位を伸ばすことができませんで

した。「攻めていこう」と臨んだ２本目。

ゴール手前までは素晴らしい滑りを見せま

したが、残り数旗門で転倒してしまい、残

念ながら途中棄権となりました。しかし、

「今年は今まで全国大会に出場した中で一

番いい状態だった。結果はくやしいが、攻

める気持ちは出せた」と、満足した表情で

レースを振り返ってくれました。

●茗荷まつり

今年の稲作は「早稲」が豊作との結果に
神田に植えられた茗荷の生育状態によって、その年の

稲作の豊凶を占い、五穀豊穣と集落の安全を祈る「茗荷

まつり」が２月11日、須
す

代
しろ

神社で行われ、たくさんの

人出でにぎわいました。

この祭事は、６世紀の始めに綾部市の阿
あ

須
す

須
す

伎
ぎ

神社で

始まったとされ、須代神社では、明治30年頃に当時の氏

子が阿須須岐神社から茗荷の苗を譲り受け、神田に移植

したのが始まりと言われています。１.７坪ほどの神田

に早
わ

稲
せ

、中
なか

稲
て

、晩
おく

稲
て

の順に仕切って植えられた茗荷の生

育は、近年になく良好。その生育状況から見ると、今年

は早稲が豊作のようで、次いで中稲、晩稲の順でした。

祭
事
を
見
守
る
氏
子
ら

岩
谷
千
咲
さ
ん

冨
田
祐
二
郎
君

後
藤
博
史
君

１区（一般女子・3.5km）

鈴
すず

木
き

亜
あ

弥
や

子
こ

（加悦）

２区（中学女子・2.5km）

小
お

谷
だに

亜
あ

未
み

（下山田）

３区（一般男子・7.109km）

松
まつ

尾
お

哲
あき

裕
ひろ

（石川）

４区（中学男子・3.7km）

一
いっ

色
しき

恭
ただ

志
し

（岩滝）

５区（一般男子・6.0km）

平
ひら

井
い

勝
すぐる

（四辻）

６区（中高男子・3.8km）

谷
たに

田
だ

光
こう

輝
き

（加悦）

７区（中高女子・2.7km）

今
いま

西
にし

紘
ひろ

子
こ

（算所）

８区（一般男子・7.0km）

吉
よし

田
だ

雅
まさ

広
ひろ

（幾地）

出場選手（敬称略）

右／谷田選手が３位で今西選手
へつないだ（第６中継所）
下／松尾選手が区間３位の好走
で一色選手へ（第３中継所）

京都府知事表彰個人表彰受章の皆さん

与謝野町消防団が
京都府知事竿頭綬を受章
個人にも数々の表彰が
贈られました
「平成20年度京都府知事消防表彰式」が

２月１日、京都国際ホテルで開催され、与

謝野町消防団が京都府知事竿
かん

頭
とう

綬
じゅ

を受章し

ました。この表彰は、規律厳正で技能熟達

し、かつ訓練成績が優秀な団体に贈られ、

さらに合併消防団においては合併後一定期

間の活動を有している団体に贈られる表彰

です。個人表彰では、消防団員・消防職員

の長年にわたる消防活動に対する実績・功

労に対し、功労章が谷田久典団長に、永年

勤続功労章が澤田尚登・藤原虎雄両副団長

に贈られました。

また、２月13日に東京で開催された

「第61回日本消防協会定例表彰式」では、

精績章を藤田敏一・有本誠両本部付分団長

が受章されました。

心からお祝い申し上げます。

◎京都府知事消防表彰式受賞者（敬称略）

＜竿頭綬＞

与謝野町消防団

＜功労章＞

谷
たに

田
だ

久
ひさ

典
のり

団長

＜永年勤続功労章＞

澤
さわ

田
だ

尚
なお

登
と

副団長

藤
ふじ

原
わら

虎
とら

雄
お

副団長

＜精励章＞

加
か

古
こ

川
がわ

潔
きよし

副分団長（加悦第１分団）

吉
よし

田
だ

稔
みのる

副分団長（加悦第３分団）

三
み

田
た

大
だい

智
ち

副分団長（岩滝第３分団）

千
せん

賀
が

忠
ただし

副分団長（野田川第１分団）

石
いし

本
もと

修一
しゅういち

副分団長（野田川第３分団）

◎日本消防協会定例表彰式受賞者（敬称略）

＜精績章＞

藤
ふじ

田
た

敏
とし

一
かず

本部付分団長

有
あり

本
もと

誠
まこと

本部付分団長

●功績・功労をたたえて
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町
国
保
の
健
診
受
診
率
は
約
34
％

特
定
健
診
は
、
四
十
〜
七
十
四
歳
の
方

を
対
象
に
実
施
す
る
、
生
活
習
慣
病
対
策

と
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

メ
タ
ボ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
発
症
し

た
生
活
習
慣
病
が
合
併
症
な
ど
の
深
刻
な

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
（
左
図
）。

与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
受
診

率
40
％
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
の
受
診
状
況
は
34
・
４
％
（
二
千
七
十

三
人
）
で
、
男
性
32
・
１
％
（
九
百
五
十

七
人
）、
女
性
36
・
７
％
（
千
百
十
六
人
）

で
し
た
。
年
齢
別
で
特
に
低
か
っ
た
の
が
、

男
性
の
五
十
歳
代
で
し
た
。

メ
タ
ボ
の
状
況

下
表
の
と
お
り
、
男
性
は
、
四
十
歳
代

後
半
か
ら
、
腹
囲
が
基
準
値
を
上
回
る
内

臓
脂
肪
型
肥
満
の
方
が
約
四
割
を
占
め
ま

し
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
メ
タ
ボ
該
当

者
が
四
十
歳
代
後
半
か
ら
五
十
歳
代
前
半

に
か
け
て
約
三
倍
に
増
え
、
五
十
歳
代
後

半
に
な
る
と
さ
ら
に
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
頃
か
ら
治
療
中
の
方
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

女
性
は
、
年
齢
と
と
も
に
内
臓
脂
肪
型

肥
満
が
増
え
、
メ
タ
ボ
該
当
者
も
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
内
臓
脂
肪
型
肥

満
の
方
は
、
五
十
歳
代
後
半
に
は
四
十
歳

代
後
半
の
約
十
倍
と
な
り
、
こ
の
頃
か
ら

治
療
中
の
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

少
な
い「
特
定
保
健
指
導
」希
望
者

特
定
健
診
の
結
果
は
、
受
診
者
全
員
に

「
情
報
提
供
」
し
、
生
活
習
慣
改
善
等
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
特
定
健
診
の
結
果
や
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
の
要
因
数
、
年
齢
や
治
療

状
況
等
を
総
合
し
て
、
生
活
習
慣
改
善
の

必
要
に
応
じ
て
特
定
保
健
指
導
対
象
者
を

選
定
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
定
保
健
指
導
を
希
望
す
る

方
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

メ
タ
ボ
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

が
出
始
め
て
い
る
「
動
機
付
け
支
援
」
が

必
要
な
方
は
百
七
十
一
人
で
す
が
、
希
望

者
は
三
十
七
人
で
す
。
さ
ら
に
、
メ
タ
ボ

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
重
な
っ

て
い
る
「
積
極
的
支
援
」
が
必
要
な
方
八

十
四
人
に
い
た
っ
て
は
、
希
望
者
は
九
人

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
は
、
健
康
づ
く
り
の
バ
ロ
メ

ー
タ
で
も
あ
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満

に
よ
っ
て
数
多
く
の
病
気
を
引
き
起
こ
す

メ
タ
ボ
状
態
の
危
険
性
を
知
り
、
生
活
習

慣
を
変
え
て
生
活
習
慣
病
の
進
行
・
悪
化

を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
年
に
一
回
の
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

特
に
四
十
歳
代
、
五
十
歳
代
の
方
は
、

健
診
で
予
兆
を
把
握
す
れ
ば
、
芽
の
段
階

で
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
医
療

費
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
覚
を
持

っ
て
進
ん
で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
一
年
度
の

各
種
健
診
は
積
極
受
診
を
！

平
成
二
十
一
年
度
は
、
八
月
三
十
一
日

（
日
）〜
九
月
十
七
日（
木
）ま
で
の
日
程
で

各
種
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
個

別
案
内
を
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
各
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」

は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
メ
タ
ボ
状
態
を
判
定
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
重

要
で
す
。
今
月
号
で
は
与
謝
野
町
国
保
の
受
診
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

健やか広場　ss 特定健診・特定保健指導のまとめ

不 健 康 な 生 活 習 慣 
（ 運 動 不 足 ・ 過 栄 養 ・ 喫 煙 ・ ス ト レ ス ） 

内 蔵 脂 肪 型 肥 満 

代 謝 の 異 常 

高 血 圧 脂 質 異 常 高 血 糖 

動 脈 硬 化 の 促 進 

心 臓 病 ・ 脳 卒 中 等 の 循 環 器 病 や 糖 尿 病 の 
合 併 症 （ 腎 臓 病 ・ 神 経 症 等 ） の 発 症 

◎ メ タ ボ 相 関 図 

メメ 

ボボ 
タタ 

メメ 

ボボ 
タタ 

メ 

ボ 
タ 

メ 

ボ 
タ 

◎ メ タ ボ 判 定 方 法 

－   腹 囲   － 
男85c m 以 上 / 女90c m 以 上 
＜内 臓 脂 肪 型 肥 満 ＞ 

－   高  血 圧   － 
収 縮 期 血 圧 1 3 0 m m H g 以 上 か つ ・ ま た は 
拡張 期 血 圧  85mmH g 以 上 

－   脂 質 異 常   － 
中 性 脂 肪1 50 m g / d l 以 上 か つ ・ ま た は H D L 
コ レ ス テ ロ ー ル 値40mg/d l 未 満 

－   高  血 糖   － 
空腹 時 血 糖 値110mg/d l 以 上 

２項目以上該 当 「 メ タボ 」 /１項目該 当 「予備軍」 

がんばってます！消防団 編集●女性消防隊

平成20年度全国統一防火標語「火の始末 君がしなくて 誰がする」

防災は日頃の備えから！
昭和２年３月７日、丹後大震災が発生（右写真）。それから82年。日本は世界有数の地震多

発国です。地域社会に深刻な被害を与えた平成７年の阪神・淡路大震災や平成16年の新潟県

中越地震のような震度７クラスの大地震が、いつ、どこで発生しても不思議ではありません。

地震を避けることはできませんが、日頃から備えておけば被害を最小限に抑えることができ

るはずです。あなたのお宅は大丈夫ですか？

「いざ」というときにあわてないよう事前に家族で話し合おう

実際に地震が発生したときのことを想定して、各自ですべきことや避難方法、連絡

方法など以下のチェック項目を参考に、家族で話し合っておきましょう。

□日常の予防対策上の役割と地震

発生時の役割をきめておく。

□高齢者や乳幼児などがいる場合

は、保護担当者を決める。

1 役割分担を決める

□家の内外をチェックして、

危険個所をさがす。

□危ない個所は、修理や補強

方法について話し合う。

2 危険個所をチェック

□家具の配置換えをして、家の中

に安全なスペースを確保する。

□家具の転倒・落下を防ぐ方法を

決める。

3 安全な空間を確保

□必要な非常持出品がそろっ

ているか確認する。

□定期的に保存状態や使用期

限を点検・交換する。

4 非常持出品のチェック

□消火器や救急箱、非常用品の

置き場所を確認。

□消火器の使い方を覚えておく。

□応急手当の方法を覚えておく。

5 防災用具などの確認

□家族が離ればなれになった

ときの連絡方法や避難場所

を確認する。

□できれば休日などを利用

し、みんなで避難経路などの下見をしておく。

□防災連絡カードを作り、携帯しておく。

6 連絡方法や避難場所の確認
◎ 女性の腹 囲 ・ メ タボ状況 

年 　 代 腹囲該当者 メ タボ該当者 メ タボ予備軍 

40～44歳 11.9％ 0％ 3.4％ 

45～49歳 1.8％ 1.8％ 0％ 

50～54歳 7.7％ 2.6％ 3.8％ 

55～59歳 18.3％ 3.9％ 8.5％ 

60～64歳 19.0％ 7.3％ 4.0％ 

65～69歳 21.6％ 9.1％ 7.1％ 

70～74歳 23.9％ 12.4％ 6.6％ 

全 　 体 18.5％ 7.3％ 6.5％ 

◎ 男性の腹 囲 ・ メ タボ状況 

年 　 代 腹囲該当者 メ タボ該当者 メ タボ予備軍 

40～44歳 35.7％ 5.4％ 8.9％ 

45～49歳 41.8％ 4.5％ 19.4％ 

50～54歳 45.5％ 12.1％ 21.2％ 

55～59歳 46.5％ 22.8％ 15.8％ 

60～64歳 38.8％ 16.3％ 12.2％ 

65～69歳 46.9％ 25.0％ 13.6％ 

70～74歳 46.5％ 22.6％ 18.3％ 

全 　 体 44.0％ 16.2％ 18.1％ 



卒業、入学、転勤など、この春から新生活

に向けて引越しされる方もあると思います

が、住所などに変更がある場合は、図書館に

もご連絡をお願いします。町外へ転居する際

には、貸出中の図書がある場合、期限までの

返却をお願いします。

また、以前からお知らせしているとおり、３月31日をもって旧町の図書

館・図書室の利用者カードの切り替え期限を終了します。この日までに切り替

えをしなかった方は、再度利用者登録申請書にご記入いただくことになります

ので、ご注意ください。

旧町図書館カードからの切り替えは、氏名・住所の確認ができる証明書（免

許証・保険証など）を持って、お近くの図書館にお越しください。その場で、

与謝野町利用者カード（写真）を作成します。なお、小学生以下のお子さんは

保護者同伴でお願いします。
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British Times［第6回 三初旅行］ 国際交流員 Lok Yin's コラム

時の贈り物 ［第35回 施
せ

薬
やく

寺
じ

の愛染明王坐像
あいぜんみょうおうざぞう

］ まちの文化財

謝
小
学
校
北
の
交
差
点
か
ら

西
へ
府
道
七
〇
一
号
線
を
進

む
と
、
滝
川
を
境
に
山
が
迫
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
か
ら
お
お
よ
そ
四
百

ほ
ど
進
ん
だ
右
側
に
施
薬
寺
が
あ
り

ま
す
。

府
道
に
面
し
た
参
道
口
の
階
段
を

上
が
っ
た
境
内
の
右
手
に
は
、
持じ

仏ぶ
つ

殿で
ん

が
あ
り
ま
す
。
一
見
、
本
堂
か
と

思
う
の
で
す
が
、
本
堂
は
境
内
を
抜

け
て
さ
ら
に
階
段
を
上
が
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
木

造
愛
染
明
王
坐
像
は
、
持
仏
殿
に
安

置
さ
れ
て
い
る
仏
像
で
す
。

愛
染
明
王
は
、
恋
愛
・
縁
結
び
・
家

庭
円
満
な
ど
の
仏
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
姿
は
一い

ち

面め
ん

六ろ
っ

臂ぴ

（
顔
一
つ
・
腕
六

つ
）で
、他
の
明
王
と
同
様
に
忿ふ

ん

怒ぬ

相そ
う

（
厳
し
い
顔
）を
し
て
い
ま
す
。頭
に
は

苦
難
に
打
ち
勝
つ
強
さ
を
表
現
す
る

獅
子
の
冠
を
か
ぶ
り
、結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ

で
座

る
ス
タ
イ
ル
が
特
徴
で
す
。
本
寺
の

も
の
も
こ
の
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
寺
の
愛
染
明
王
坐
像
の

特
徴
と
し
て
、
胎
内
仏
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
仏
像
の
胎
内
に
納

め
ら
れ
た
小
仏
像
で
、
旧
加
悦
町
域

で
は
、
本
寺
を
含
め
て
以
下
の
四
ヵ

寺
六
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、
与
謝
野

町
全
体
で
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

●
施
薬
寺
／
愛
染
明
王
坐
像

メ
ー

ト
ル

与

図書館へ行こう！ BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

図書館おはなし会

＜本館＞

４月４日（土）

午前10時30分～、午後３時～

＜加悦分室＞

３月14日（土）午後３時～

４月11日（土）午後３時～

＜野田川分室＞

４月18日（土）午後３時～

る民族に固定観念を与えることはあまり好きで

はないですが、もし「日本の国民性の特徴は？」

と聞かれたら、日本人はお風呂好きな民族と答えてい

いでしょう。なぜかというと、今までお風呂が嫌いな

人のことを一度も聞いたことがないからです。

実は、私は与謝野町に来る前に、日本

にいる間に何か新しい経験をしてみよう

と、自分に約束しました。外国で生活す

る千載一遇の機会を得て、将来後悔しな

いようにいろいろ試してみたいと思い、

先日初めて温泉に行きました。

行き先は、公共交通で行くことができ、

これまでに行ったことがない場所。そし

て、ほかの人がいなくて、自分だけで入

られる風呂。最後は、おいしくて食べた

ことがないもの。温泉、場所、食べ物、

この「三初」を試みるため、城崎温泉に行きました。

大
おお

谿
たに

川
がわ

を望む部屋に着くやいなや、浴衣に着替えて、

外へ出かけました。自分の身体を見せるのも、ほかの人

の身体を見るのも恥ずかしくて、外湯めぐりはできませ

んでしたが、足湯に行って足をお湯に浸すことはできま

した。冬の寒さの中でしたが、気分は最高でした。夕方、

早く旅館に戻って、ゆっくりしてから部屋で夕食をいた

だきました。旅館自家製の黒ゴマアイスクリームが印象

的でした。

ご馳走の後、旅館の石造りの貸切露天風呂に入って、

体を温めました。いつものお湯より熱くて、時間的に長

い全身浴はできませんでしたが、お風

呂の余韻と心地の良いお布団のおかげ

で、普段自分のベッドでないと眠れな

い私も、ゆっくり休むことができまし

た。

次の日にも列車に乗る前にもう一度

足湯に入って、そして、もう一つのお

いしい食べ物「湯あがりプリン」と出

会いました。絹のような滑らかさ、そ

して、甘すぎないバニラの味。どうし

てもっと買わなかったのかと、今後悔

しています。

出発の時、「三初」のことだけを楽しみにしていました

が、予想以上に楽しくて、いい思い出をたくさんつくり

ました。将来ほかの人とお風呂に入る勇気が出るかどう

か分かりませんが、なぜ日本人が温泉に行くのが好きな

のか少し分かる気がしました。

あ 今月のオススメの一冊

住所などが変わった場合は
図書館へご連絡ください

奇跡のリンゴ（絶対不可能を
覆した農家木村秋則の記録）

石川拓治／幻冬舎

リンゴ栽培は完璧に手入れされた

畑に農薬を散布して行われるのが当

たり前と思われていた中、雑草は伸

ばし放題、農薬も肥料も使わないリ

ンゴ畑があった…。周りにどんなに

馬鹿にされても家族がひどい困窮の中にあっても、「無農薬で

リンゴを作る」という一心で取り組んできた彼の畑には、今

「奇跡のリンゴ」がたわわに実っている。「リンゴの葉と自分の

歯を引き替えにした」と語る農家の人生をぜひ知ってください。

一般書

ランドセルがやってきた

中川ひろたか（文）村上康成（絵）／徳間書店

ある日、幼稚園から帰ってきた

うみひこ君に、おじいちゃんから

大きな箱が届きました。包みを開

けてみると、出てきたのは青いラ

ンドセル！試しに、お父さんの本や新聞、雑誌を入れたラン

ドセルをしょったまま外へ出かけるうみひこ君ですが…。初

めてのランドセルをとおして、小学生になるという期待とド

キドキ感が伝わってくる絵本です。ぜひ、新入学のお子さん

といっしょに読んでください。

児童書

新
着
図
書
の
紹
介

【一般書】●『逆説の日本史ビジュアル版１（古代編・上）』井沢元彦／小学館　●『京都型ビジネス』村山裕三／日本放

送出版協会　●『フレディの遺言』フレディ松川／朝日新聞出版　●『炊飯器で超かんたんふんわり米粉パン』多森サ

クミ／家の光協会　●『和をあそぶ江戸の切り紙』エキグチクニオ／誠文堂新光社　●『ポトスライムの船』津村記久

子／講談社　●『どうせ、あちらへは手ぶらで行く』城山三郎／新潮社　●『ぼくは考える木（自閉症の少年詩人と探

る脳のふしぎな世界）』ボーシャ・アイバーセン／早川書房

【児童書】●『勝てる読書』豊崎由美／河出書房新社　●『ルールはなぜあるのだろう（スポーツから法を考える）』大村

敦志／岩波書店　●『ダーウィンと進化論（その生涯と思想をたどる）』クリスチャン・ローソン／丸善　●『やさい

ぎらいのやおやさん』二宮由紀子（作）荒井良二（絵）／理論社　●『永遠に生きるために』サリー・ニコルズ／偕成社

●『たのしい！みんなのあやとり（はじめてでも、とってもたのしい！てじなもあるよ！）』福田けい／西東社　●

『せかいはなにでできているの？（こたい、えきたい、きたいのはなし）』キャスリーン・ウェドナー・ゾイフィルド

（作）ポール・マイゼル（絵）／福音館書店　●『かりんちゃんと十五人のおひなさま』なかがわちひろ／偕成社

●
宝
勝
寺
／
文
殊
菩
薩
坐
像

●
常
栖
寺
／
釈
迦
如
来
坐
像
・
文
殊

菩
薩
像
・
普
賢
菩
薩
像

●
慈
雲
寺
／
千
手
観
音
立
像

丹
後
・
北
丹
波
地
域
は
胎
内
仏
の

多
い
地
域
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
平
安
時
代
以
降

の
七
仏
薬
師
の
伝
承
仏
像
に
も
胎
内

仏
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
伝

統
が
長
期
間
に
わ
た
り
当
地
域
で
継

承
さ
れ
て
き
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

―
愛
染
明
王
坐
像

―

●指定区分

町指定有形文化財〈彫刻〉

●指定日

昭和57年6月10日

●制作年代

さや仏：室町時代（右）

胎内仏：鎌倉時代末期（左）

●規模

さや仏：像高47.5cm

胎内仏：像高19.7cm



平
成
二
十
一
年
度
は
、
地
域
団
体

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
課
題
解
決

を
推
進
す
る
た
め
「
地
域
力
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
枠
」
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
の

で
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

■
対
象
／
地
域
住
民
が
主
体
的
に
参

画
し
、
地
域
力
再
生
に
取
り
組
む

団
体

■
対
象
事
業
／
環
境
保
全
、
防
災
・

防
犯
活
動
、
子
育
て
支
援
、
地
域

産
業
お
こ
し
、
地
域
文
化
活
動
な

ど
の
地
域
力
再
生
活
動

■
補
助
率
／
対
象
事
業
費
の
お
お
む

ね
三
分
の
二
以
内

■
交
付
金
限
度
額
／
ソ
フ
ト
事
業
・

ハ
ー
ド
事
業
と
も
に
四
百
万
円
以
内

■
募
集
期
間

◎
第
一
次
募
集

四
月
一
日（
水
）〜
五
月
八
日（
金
）

◎
第
二
次
募
集

九
月
一
日（
火
）〜
九
月
三
十
日（
水
）

■
事
前
相
談
／
三
月
三
十
一
日
（
火
）

ま
で

■
申
請
方
法
／
申
請
書
を
企
画
財
政

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◎
京
都
府

総
務
部

自
治
振
興
課

1
０
７
５
（
４
１
４
）
４
４
５
２

◎
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局

企
画
総
務
部

企
画
振
興
室

1
０
７
７
２
（
６
２
）
４
３
０
０

◎
役
場

企
画
財
政
課

1
（
４
６
）３
０
８
４

京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金をご活用ください

地域に暮らす人々が自主的に協働して魅力的な地域に
企画財政課1 46-3084問

政 News & Information町
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子どもの発達シリーズ ④ 小学校中学年

Ａ
子
は
中
学
校
一
年
生
。
小
学

校
の
時
か
ら
周
り
の
状
況
や
相
手

の
気
持
ち
が
分
か
り
に
く
く
、
人

間
関
係
が
う
ま
く
結
べ
な
か
っ
た

り
、
学
習
に
向
か
い
に
く
い
と
い

う
課
題
を
持
っ
て
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
当
初
、
Ａ
子
は
中
学
校
生

活
に
対
し
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
授
業
中
は
授
業
と
関
わ

り
の
な
い
自
分
の
世
界
に
入
っ
た

り
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
で
は
相
手
を
怒
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
友
だ
ち
も
、
な
か
な
か
Ａ
子

の
心
情
が
理
解
で
き
ず
、
Ａ
子
は

休
み
時
間
に
な
る
と
保
健
室
や
図

書
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
Ａ

子
の
唯
一
の
楽
し
み
は
、
部
活
動

で
し
た
。

学
校
で
も
、
特
別
支
援
教
育
部

を
中
心
に
Ａ
子
の
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
講
師
の
先
生
を
招
い

て
校
内
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

何
度
も
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
助

言
を
い
た
だ
く
た
め
、
京
都
府
立

与
謝
の
海
養
護
学
校
内
の
「
丹
後

地
域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
さ
の

う
み
」
と
連
携
を
図
り
、
地
域
巡

回
教
育
相
談
チ
ー
ム
の
相
談
を
受

け
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

巡
回
相
談
で
は
、
Ａ
子
に
対
し

て
は
「
Ａ
子
に
『
で
き
た
』
と
自

信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
」「
今

の
部
活
動
で
が
ん
ば
り
き
れ
る
支

援
が
大
切
」、さ
ら
に
母
親
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
「
母
親
の
不
安
感

が
Ａ
子
の
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
、
母
親
に
対
し
て
定
期
的

な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
に
な

る
」
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
職

員
も
そ
の
方
向
で
指
導
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ａ
子
も
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
る

部
活
動
で
は
、
顧
問
の
先
生
や
先

輩
た
ち
の
支
援
の
も
と
、
練
習
に

励
み
、
夏

休
み
に
は
見

事
に
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
子
に
と

っ
て
大
き
な
自
信
と
な
り
、
二
学

期
に
な
る
と
表
情
も
穏
や
か
に
な

り
、
体
育
祭
や
文
化
祭
に
も
が
ん

ば
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
中
に
も
仲
の
良
い
友
だ
ち
が

で
き
、
周
り
の
友
だ
ち
も
Ａ
子
に

つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◇

こ
の
よ
う
に
学
校
で
は
、児
童
・

生
徒
が
持
っ
て
い
る
課
題
に
対
し
、

少
し
で
も
課
題
解
決
を
図
る
た
め

計
画
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
外
部
か
ら
の
専
門
的
な

助
言
を
受
け
て
、
児
童
・
生
徒
の

持
つ
良
さ
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ

と
り
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す

る
特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
与
謝
野
町
就
学
指
導
委
員
会
第
四
回

今
回
は
小
学
校
三
・
四
年
の
時
期
の

お
話
で
す
。
学
校
に
も
慣
れ
、
子
ど
も

か
ら
少
年
へ
と
成
長
し
、
自
分
が
一
番

偉
い
と
で
も
い
う
よ
う
な
生
意
気
な
時

代
で
す
。
ま
た
、
文
句
を
言
い
、
反
抗

し
な
が
ら
、
抱
っ
こ
し
て
ほ
し
い
と
願

う
複
雑
な
心
情
を
示
す
学
年
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
時
期
を
豊
か
に
成
長
さ
せ
る
に

は
、
特
徴
を
わ
か
っ
て
正
面
か
ら
受
け

止
め
、
善
悪
を
は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
１

「
理
論
的
に
考
え
る
力
」
が
育
ち
ま

す
。
人
の
話
や
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

力
が
芽
生
え
、
絵
を
描
い
て
も
前
と
は

違
い
、
全
体
と
部
分
を
考
え
て
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
構
図
で
描
き
ま
す
。
学
習

で
は
、
か
け
算
や
分
数
、
割
合
な
ど
、

さ
わ
っ
た
り
見
た
り
で
き
な
い
数
が
分

か
り
始
め
ま
す
。
特
に
、
「
Ａ
は
Ｂ
よ

り
大
き
く
Ｃ
よ
り
小
さ
い
」
「
だ
か
ら

Ａ
…
」
と
い
う
よ
う
な
、
三
段
論
法
が

操
作
で
き
始
め
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
２

「
考
え
て
か
ら
〜
す
る
」
な
ど
、
あ

っ
た
こ
と
を
順
番
に
並
べ
た
話
や
文
か

ら
、
一
日
を
振
り
返
っ
て
「
昨
日
は
〜

だ
っ
た
け
ど
、
今
日
は
こ
う
し
よ
う
」

と
、
前
と
今
の
自
分
を
比
べ
る
力
が
芽

生
ま
す
。
友
だ
ち
と
話
し
合
い
、
遠
足

の
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
目
配
せ
や
う
な
ず
き
だ
け
で
思
い

を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
３

「
自
分
で
判
断
す
る
力
」
が
芽
生
え
、

親
や
教
師
の
話
を
素
直
に
聞
い
た
一
・

二
年
と
は
違
っ
て
き
ま
す
。
注
意
し
て

も
「
お
母
さ
ん
は
あ
あ
言
っ
て
た
け
ど

本
当
か
な
」
と
疑
っ
た
り
、
自
分
で
確

か
め
、
反
論
し
て
素
直
さ
が
な
く
な
っ

た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
全
体
の
関
係
が

見
え
、
友
だ
ち
の
関
係
や
お
父
さ
ん
の

家
で
の
役
割
、
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
関
係
・
立
場
ま
で
も
が
見
え
て

き
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
４

「
友
だ
ち
が
大
切
」
に
な
り
ま
す
。

友
だ
ち
を
か
ば
っ
て
嘘
を
言
っ
た
り
、

強
い
仲
間
意
識
の
た
め
他
の
グ
ル
ー
プ

や
他
学
年
を
強
く
批
判
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
い
分

け
と
面
子
を
て
い
ね
い
に
受
け
止
め
、

正
義
と
論
理
を
大
切
に
し
て
関
わ
る
と

豊
か
に
成
長
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
三
歳
頃
の
第
一
反
抗

期
、
思
春
期
の
第
二
反
抗
期
と
並
ぶ
中

間
反
抗
期
と
言
い
、
親
や
周
り
の
大
人

に
教
わ
っ
た
価
値
観
を
壊
し
、
自
分
の

目
で
見
て
感
じ
自
分
の
価
値
観
を
作
り

出
す
時
期
で
す
。
人
に
よ
っ
て
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
大
人
へ
成
長
す
る
た

め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
優
し
く
見

つ
め
て
や
り
た
い
で
す
ね
。

通
常
学
級
で
の

特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み

今
回
は
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

京都府地域力再生プロジェクト

「
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
た
温
か

い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
京
都
府
が
平
成
十
九
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
地
域
の

た
め
に
汗
を
か
い
て
が
ん
ば
る
皆
さ

ん
を
交
付
金
な
ど
に
よ
り
応
援
し
て

い
ま
す
。

与
謝
野
町
で
は
、
平
成
十
九
年
度

に
七
団
体
が
、
平
成
二
十
年
度
は
次

の
二
団
体
が
地
域
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
活
性
化
、
元
気
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

里
守
犬
の
育
成
に
よ
る

農
業
振
興
と
地
域
交
流

●
岩
屋
農
業
環
境
対
策
組
合

野
生
鳥
獣
が
農
地
に
入
っ
て
こ
な

い
よ
う
山
へ
追
い
払
う
能
力
を
持
つ

「
追
い
払
い
犬
」
と
し
て
、
平
成
十

九
年
度
の
第
一
号
「
ピ
ー
子
」
（
雌

犬
）
に
続
き
、
二
十
年
度
に
は
第
二

号
「
リ
ン
」（
雄
犬
）
を
育
成
、
訓
練

し
て
い
ま
す
。
岩
屋
小
学
校
の
田
植

体
験
、
稲
刈
体
験
で
は
、
小
学
生
、

地
域
住
民
、
里
守
犬
が
交
流
し
、
人

と
犬
と
の
新
し
い
関
わ
り
を
一
緒
に

学
び
ま
し
た
。

絹
の
ぬ
く
も
り
と

着
物
文
化

●
与
謝
野
町
婦
人
会

着
物
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
体
感

し
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、

染
色
セ
ン
タ
ー
で
着
物
の
染
色
作
業

を
実
施
。
三
月
二
十
三
日
に
は
、
岩

屋
、
山
田
小
学
校
の
卒
業
式
で
、
子

ど
も
た
ち
が
き
れ
い
に
染
め
上
が
っ

た
着
物
に
袖
を
通
し
ま
す
。

着
物
は
十
三
参
り
等
で
も
貸
し
出

さ
れ
、
他
府
県
か
ら
も
こ
の
事
業
を

知
っ
て
貸
出
依
頼
が
あ
る
な
ど
、
多

く
の
人
に
絹
の
ぬ
く
も
り
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

自治宝くじの収益金で防火広報用視聴資機材を整備
総務課1 46-3003問

与
謝
野
町
で
は
、
財
団
法
人
日
本
防

火
協
会
が
民
間
防
火
組
織
等
の
育
成
強

化
を
図
る
た
め
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
の

財
源
を
得
て
行
っ
て
い
る
防
火
広
報
用

視
聴
資
機
材
助
成
事
業
で
、
レ
ー
ザ
ー

ポ
イ
ン
タ
ー
、液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

三
脚
式
ス
ク
リ
ー
ン
、
ビ
デ
オ
一
体
型

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
が
購
入
し
た

宝
く
じ
を
財
源
と
し
て
、
民
間
防
火
組

織
等
の
防
火
思
想
の
高
揚
・
育
成
強
化

を
推
進
し
、
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

里守犬と交流する岩屋小の子どもたち

染色作業を行う婦人会の皆さん

三脚式スクリーン

液晶プロジェクターと
レーザポインター



訂正とお詫び

『広報よさの２月号』

（P18「赤ちゃん」）で、

杉本來未ちゃんの母

「清美さん」の名前に

誤りがありました。

訂正してお詫びいた

します。
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※この欄で紹介する出生とお悔やみは、1月16日から2月15日までの届け出分です。
役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場
146-3001（代表）

岩滝地域振興課
146-3002

総務課
146-3003
146-3004（消防安全係）

企画財政課
146-3084
146-3085（情報システム係）

建設課
146-3267

商工観光課
146-3269

会計室
146-3007

野田川庁舎
144-2081（代表）

野田川地域振興課
144-2082

住民環境課
144-2083 

税務課
144-2084 

水道課
144-2085 

下水道課
144-2086

加悦庁舎
143-1511（代表）

加悦地域振興課
143-1512

福祉課
143-1513

保健課
143-1514

農林課
143-2191

議会事務局
143-0215

教育委員会 教育総務課
143-2192

教育委員会 教育推進課
143-2193

『広報よさの』が２部門で知事賞を受賞
企画財政課1 46-3084問

府
内
の
市
町
村
の
行
政
広
報

の
発
展
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

「
平
成
二
十
年
度
京
都
広
報
賞
」

（
京
都
府
広
報
協
議
会
主
催
）

が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
五
部

門
応
募
総
数
五
十
一
点
の
中
か

ら
、
『
広
報
よ
さ
の
』
が
一
枚

写
真
の
部
と
組
み
写
真
の
部
で

知
事
賞
を
、
ま
た
広
報
紙
の
部

（
町
村
の
部
）
で
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

一
枚
写
真
の
部
で
知
事
賞
に

今月の納期

3/31（月）まで
国民健康保険税 10期

夜間納税相談窓口

3/26（木）27（金）30（月）
いずれも午後８時まで

野田川庁舎（税務課）

※納付書、納税通知書、

印鑑を持参してください。

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 施行場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千円/税抜） 

最低制限価格 
（千円/税抜） 

落札金額 
（千円/税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

1/16 20与水管第4号 
岩屋浄水場他浄水施設ろ 
過砂補充工事 

ろ過砂補充工 
岩屋 
下山田 

10者 ㈱三野工務店 5,787 4,791 5,200 89.8 
H21/1/27 
～/3/27 

1/16 20与林第10号 林道大田和線改良工事 
Ｌ型側 溝 工 ・ コ ル ゲ ー ト パ イ プ 
据付 工 ・ 横断溝 工 ・ 街渠桝工 

滝 11者 ㈱丸正組 5,973 4,758 4,758 79.6 
H21/1/27 
～/3/31 

1/16 20与 特下第 3 0 号 石川地区面整備①工事 
推 進 工 ・ 開 削 工 ・ 人 孔 設 
置 工 ・ 公共汚水桝設置工 

石川 9者 ㈱杉建 14,864 11,724 13,347 89.7 
H21/1/21 

～3/25 

1/16 20与特下第28号 下山田地区面整備⑤工事 
開 削 工 ・ 圧送管布 設 工 ・ 人孔 設 置 工 ・ 公 共 
汚水桝設置 工 ・ マンホ ー ルポンプ設置工 

下山田 9者 ㈱ ア イ フ ル 20,882 16,999 18,750 89.7 
H21/1/28 

～3/25 

1/16 20与特下第29号 下山田地区面整備⑥工事 
開 削 工 ・ 人 孔 設 置 工 ・ 
公共汚水桝設置工 

下山田 4者 橘建築 8,656 6,825 7,770 89.7 
H21/1/22 

～3/25 

1/16 20与都市総工第1号 平和通街路整備工事 
可変側 溝 工 ・ 集水 桝 設 置 工 ・ 
Ｌ型擁壁 工 ・ 基礎補強工 

岩滝 4者 足立石油㈱ 4,521 3,589 3,980 88.0 
H21/1/24 

～3/23 

1/16 20与道橋新工第21号 
石川上山田線道路改良工 
事 （その１） 

土 工 ・ 側 溝 工 ・ フ リ ュ ー ム 工 ・ 
管渠 工 ・ 集水桝設置 工 ・ 舗装工 

石川 10者 砂後建設㈱ 26,358 21,188 21,188 80.3 
H21/1/28 

～3/31 

1/16 20与都市園工第2号 
阿蘇シー サ イ ド パ ーク施 
設整備その２工事 

張 芝 工 ・ 高木 植 栽 工 ・ 低木植 栽 工 ・ 現 
場打ボックス 工 ・ 現場打Ｕ型水路工 

岩滝 10者 
丹後北都不動産 
㈱加悦支店 

34,609 27,974 27,974 80.8 
H21/1/21 

～3/27 

平成21年1月末現在

人　口 25,042人 （－41）

男 11,818人 （－14）

女 13,224人 （－27）

世帯数 9,014戸 （－17）

まちのうごき

昨
年
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は

八
十
件
で
し
た

与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委

員
会
で
は
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
町
内
に
お
い
て
八
十
件

の
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
と
比
較
す
る
と
、

町
内
で
六
件
の
減
少
と
は
な
っ

た
も
の
の
、
宮
津
与
謝
管
内
に

お
い
て
は
十
五
件
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
引
き
続
き
交
通

事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
よ
り

一
層
交
通
安
全
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

定
例
立
番
を

実
施
し
て
い
ま
す

毎
月
、
加
悦
支
部
で
は
第
一

月
曜
日
、
岩
滝
支
部
で
は
第
二

月
曜
日
、
野
田
川
支
部
で
は
第

二
水
曜
日
に
定
例
立
番
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

学
生
の
通
学
路
を
中
心
に
、

児
童
・
生
徒
が
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
交
通
安
全
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

通学や通勤の時間に合わせ、立番を実施しています
（写真は江陽中学校下の横断歩道）

宮津与謝管内交通事故発生件数 

区 　 分 
発生件数 平成19年との対比 

平成20年 （件） 平成19年 （件） 件数 （件） 増減率 （％） 

与謝 野 町 80 86 △6 △7.0 

宮  津 市 100 78 22 28.2 

伊  根 町 4 5 △1 △20.0 

計 184 169 15 1.2 
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交通安全に取り組んでいます
総務課1 46-3003問与謝野町交通安全対策委員会平成20年度京都広報賞審査結果
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の
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市
町
村
対
抗
駅

伝
の
第
一
中
継
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を
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し
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選
手
の
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え
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き
そ
う
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と
の
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け
ま
し
た
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ま
た
、
組
み
写
真
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広
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の
五
月
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№
28
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の
「
特
集

与
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野
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各
地
区
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祭
の
魅
力
に
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り
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そ
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気
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奮
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伝
わ
る
よ
う
に
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真
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す
べ
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が
生
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え
る
」
と
の
評
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取
材
に
ご
協
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た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
そ
し
て
読
ん
で
い
た

だ
く
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
与
謝

野
町
の
今
を
伝
え
、
が
ん
ば
る

人
を
応
援
す
る
広
報
誌
を
制
作

し
て
い
き
ま
す
。

「ジェンダーの視点から」
シリーズ⑫

男女共同参画

右／一枚写真知事賞受賞号
左／組み写真知事賞受賞号

Q
A
男女平等というけれど、男と女は違うのだから、それぞれの持ち味

に合った男の役割、女の役割というものがあるのではないでしょうか。男女共同参画

を進めれば、女も男も中性になってしまうと思うのですが。

ジェンダーの視点から考えてみてはいかがでしょう。ジェンダーと

は、社会的・文化的につくりあげられた「男性像」「女性像」のことです。今、国や

府、町などが推進している男女共同参画は、「男は仕事」「女は家庭」などのジェンダ

ーの偏りを見直そうということです。生物学的な機能の違いを考慮せずに男女を一緒

に扱うとか、男女の性的魅力を否定しようということではありません。「男はこうあるべき」

「女はこうあるべき」と決めつけることが、固定的な性別役割や分担意識を生み、その結果、

性別による差別的な取り扱いが行われたり、個性や能力を発揮する機会が奪われたりする場合

もあります。男女共同参画はこうしたことをなくし、一人ひとりがその個性や能力を十分に発

揮できる社会の実現をめざすものです。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています


